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　新年明けましておめでとうございます。皆様
お揃いで輝かしい2012年の新春をお迎えのこと
と拝察し心からお慶び申しあげます。
　過ぎ去った2011年は、日本列島にとって忘れ
ることのできない年でありました。３月11日、
東日本を襲った空前の地震と大津波は、一瞬に
して２万の人の命を奪い、さらに福島にある原
子力発電のメルトダウンを惹き起こしました。
今日なお８万人の方々が住むべきところ働くべ
きところが定まらずにいます。この北海道にも、
いまなお3000人の被災された方々が避難をされ
ています。
　明治の初めの開拓使事業報告書を読みます
と、北海道とくにこの札幌周辺が、東北の方々
によって切り拓かれた土地であることを知りま
す。官軍に敗れた東北の藩士が、原始林を切り
開き、寒風吹き荒ぶ中、ヒグマと戦いながら、
道を作り、橋を架け、田畑を一歩一歩造成して
いったのです。今日の北海道とくに札幌の繁栄
は、東北の方々のまさに血と汗の歴史の上に築
かれたものなのです。
　この東北の方々が、いま大変な災難に逢着し
ているとき、「開拓使」を名乗る団体として、
何らかのご恩返しができないだろうか。このこ
とを皆で話し合った結果、８月、約百人の被災
者をつきさっぷジンギスカンクラブにお招きす
ることとしました。ジンギスカンをつつきなが
ら、たいへんなご苦労の状況をお聞きする一方、

私どもが持っている北海道移住の情報を率直に
お話しました。この会には、私どもの会員はも
とより農業や就職の専門家の方々等、数多くの
方に参加いただきました。この会合を通じて、
何人かの被災者の方が当会の会員になっていた
だいたことも嬉しいことでした。
　また、年末の忘年会も楽しいものでした。全
国、全道から集まった中には懐かしいお顔もあ
り、開拓使の会の歴史と広がりの大きさを改め
て知ることができました。
　新年のご挨拶を終えるに当たり、皆様にぜひ
考えてもらいたいことがあります。私たちの会
は、ご承知のとおり、1994年、多くの方々の熱
意と友情に支えられて今日まで「北海道開拓」
のミッションと信ずる王道を歩いてきました。
しかし、あのステーブ・ジョブスがスタンフォ
ード大学の卒業式でこういっています。「誰も
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